
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う っ か り 忘 れ を 予 防 す る た め の コ ツ 

 

 

 

 

≪医療の質・安全ニュース≫ 

Ｎｏ．11  2010/1/吉日 

申しおくり わかりました！ 

なおしとこう。 

だいじ 

お昼頃… 

「Out of sight,out of mind（アウ

ト オブ サイト、アウト オブ マイ

ンド）」という言葉があります。 

これは「見えなくなると、忘れて

しまう」という意味です。 

締め切りの迫った書類の上に、別

の書類を重ねてしまい、すっかりそ

のことを忘れてしまったという経

験はありませんか。 

貼っとこ 
ペタ 

“こんなことはありませんか・・・？” 

日常業務を安全に行うためには、「人の頭の中にある知識

や記憶（Knowledge in the head）」だけでなく、「外界にあ

る知識や情報（Knowledge in the world）」が大切であると

言われています。（1980 ノーマン） 

 

つまり、「覚えていなくても、わざわざ探さなくても、

必要な時に、必要な場所に情報がある」ということです。 

 

せっかくのメモや重要な情報は、思い出さなくては

いけない場所に見えるようにしておきましょう。 

 

冷所検体 

あるので 

出してください。 

あっ！ 

冷所検体 

忘れた！ 

検 体 ｶ ― 
ﾄ 
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L.S. 「先進医療と医療安全～本邦の移植医療の現況、実施

施設の現場から」  演者：奥村明之進 先生 座長：中島伸 先生 

奥村 明之進 先生 

 

  

 

 
 

本ランチョンセミナーでは、座長の中島伸 国立病院機構 大阪医

療センター脳神経外科科長から、臓器提供側の医療機関における現

状が紹介された後、奥村明之進 呼吸器外科学教授により、臓器移

植手術を行う医療機関の立場から講演が行われました。 

奥村先生には、本邦では脳死ドナーの数の制限のため、生体移植

が突出して多い特徴があるが、臓器移植の成績は臓器移植先進国に

比して遜色がないことや、臓器移植医

療の安全な実施が、担当医の熱意と多

数のコメディカルの献身的な協力の

もとに成り立っていること、また、臓

器移植医療が医療全体の進歩に貢献

する可能性などについて、大変わかり

やすく講演いただき、本ランチョンセ

ミナーは大好評でした。 

 

 

 

 

 

去る平成 21 年 11 月 21 日～22 日、東京ビッグサイトにおいて、医療の質・安全学会

第 4 回学術集会（大会長：武田裕 医療情報部長、プログラム委員長：中島和江 中央ク

オリティマネジメント部長）が開催されました。 

 

♦ 医療の質・安全学会第4回学術集会から ♦ 

 

リスクマネジメント
スタンプ


